別表第三号　プレエンファシス特性(第8条第4項関係)
(１)  周波数特性
E(f)＝1／((1／2)＋(5／16)cos(2πf／fs)＋(1／8)cos(4πf／fs)＋(1／16)cos(6πf／fs))
注
1　fは、複合信号の周波数(単位MHz)とする。
2　E(f)は、周波数がfのときのプレエンファシス特性の相対振幅とし、複合信号の量子化レベルの128を基準レベルとして適用する。
3　fsは、16.2MHzとする。
4　πは、円周率を表す。
(２)  非線形特性
入力レベル
出力レベル

－512≦x＜－112
－64－√((3／125)(－x2－4224x－364544))

－112≦x＜112
x

112≦x≦512
64＋√((3／125)(－x2＋4224x－364544))

注
1　xは、(1)の周波数特性を与えられた複合信号を表す、量子化レベルの128を基準レベルとする相対レベルとする。
2　出力レベルは、量子化レベルの128を基準レベルとする相対レベルとする。
